
緊急調査結果 金融・経営状況調査アンケート 

【金融状況 回答数３０１】 

 

１、最近の金融機関の姿勢で従来にない新たな変化はありましたか。 

 

 イ、変化あり  ５１社 １６．９％ 

 ロ、変化なし ２３９社 ７９．４％ 

 

２、最近、金融機関から「経営改善計画書」のような文書の提出を求められましたか。 

 

 イ、求められた      １０社  ３．３％ 

 ロ、求められていない  ２７９社 ９２．７％ 

 

３、現在の借入金残高の中で保証協会の保証を受けている額はおよそ何パーセントです

か。 

 

 ０％―５２社１７．３％  １～４９％―７３社 ２４．３％   

５０％―２２社 ７．３％  ５１～９９％７２社―２４％  

１００％―３５社 １１．６％ 

 

４、現在の借入金残高は、１年前（２０００年９月）と比べて増えましたか。減りまし

たか。 

 

 イ、増えた８０社 ２６．６％  

ロ、変わらない６６社 ２１．９％  

 ハ、減った １３５社 ４４．９％ 

 

５、国民生活金融公庫（国金）の融資を活用していますか。 

 

 イ、はい １５６社 ５１．８％（うちマルケイ融資１６社１０．３％  

運転資金７６社４８．７％設備投資１６社１０．３％  その他４社２．６％） 

ロ、いいえ１５１社 ５０．２％ 

 



 

６、また、最近１年間に国金から貸し渋りにあったことがありますか。 

 

 イ、ある２７社 ９％   

ロ、ない２４２社 ８０．４％ 

 

７、御社は金融機関から債務者区分のうちどのランクにあるか聞いていますか。 

 

 イ、聞いている   ３０社 １０％ 

 ロ、聞いていない ２５６社 ８５％ 

 

８、今年に入り「銀行取引約定書」の改定が各銀行で行なわれています。新しい「銀行

取引約定書」への変更はすみましたか。 

 

 イ、済んでいる２０社 ６．６％  

ロ、まだ８２社 ２７．２％  

 ハ、知らない１８９社 ６２．８％ 

 

９、信用保証協会に対するご意見・ご要望、または、最近の事例などがありましたらお

書きください。 

 

１０、大阪府や国に対し、景気対策、金融、税制などでのご意見・ご要望をお聞かせく

ださい。 

 

 

【経営状況】 

 

１、売上げについて 

 

 イ、売上は伸びている ７９社 ２６．２％ 

 ロ、過去３年の平均を維持している ７７社 ２５．６％ 

 ハ、減少傾向にあるが回復は見込まれる ９９社 ３２．９％ 

   回復にかかる期間は  

半年８社、１年１８社、１年半１０社、２年１０社、２年半４社 

 ３年８社、３年半２社、４年１社、５年３社 



 

 ニ、激減し回復は見込めない。業種転換を考える。 

３７社１２．３％ 

 

２、御社の資金的余裕は 

 

 イ、潤沢に潤っている ３０社１０％  

ロ、今は大丈夫だが今後不安 １６８社５５．８％ 

 ハ、厳しくなり資金調達を考えている ４５社１５％  

ニ、余裕がほとんどない ４５社１５％ 

 ホ、返済条件変更などを実行している２２社７．３％  

ヘ、その他 ２社０．７％ 

 

３、また、現在、資金的余裕がある期間は 

 

 イ、３～５年 ３０社１０％  

ロ、１年 ７１社２３．６％  

ハ、6 ヶ月 ５９社１９．６％ 

 ニ、３ヶ月 ７０社２３．３％  

ホ、１ヶ月 ２２社７．３％  

ヘ、全く余裕ない２５社８．３％ 

 

４、御社の資金調達について 

 

 ①取引銀行からいつでも借り入れできる １１２社３７．２％ 

 ②担保を用意すれば借り入れ可能 ６１社２０．３％ 

 ③取引銀行からは無理 ２２社７．３％  

④保証協会へ申し込むつもり ４１社１３．６％ 

 ⑤保証協会へ申し込んで審査中 ５社１．７％  

⑥保証協会へ申し込んで断られた ４社１．３％ 

 ⑦国金へ申し込むつもり ４１社１３．６％  

⑧国金へ申し込んで審査中 ３社１％ 

 ⑨国金へ申し込んで断られた ９社３％  

⑩その他 ３０社１０％ 

 

 



５、不況を回復させるために必要なことは（複数回答可） 

 

 イ、個人消費を回復する ２０８社６９．１％  

ロ、所得減税の実施 ８１社２６．９％ 

 ハ、中小企業向け官公需の増大 ６１社２０．３％  

ニ、構造改革の実施１３１社４３．５％ 

 ホ、不良債権の最終処理の断行 ７２社２３．９％ 

 へ、大企業がリストラをもっとすすめ収益体制を整備すれば中小企業にも 

収益が回る２３社７．６％ 

 ト、その他４５社１５％  

 


